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論    文    の    要    旨 
  





とに成功した。STS測定では 1 pAを切る精度で IV測定が可能となった。また、電位測定では実効的な寄
生容量は 1/1000にまで低減でき、帯域が 1 Hzだったものを 1 kHzに改善することに成功した。以上、電
気伝導測定に十分な精度を持つプリアンプの開発に成功した。 




















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 














 平成 27年 2月 6日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
